
～治水と環境の調和を目指した「河床整備」の効果検証～

弘見川で実施した川づくりの
追跡調査について

高知県 河川課



問題点
治水面：砂州や植生の過剰な発達（流下能力の低下）

※河床掘削や除草など、流下能力を維持するためのコストもかさむ
※護岸や堤防の前面に流れが集中し、護岸や堤防が不安定化するリスク

環境面：瀬や淵が不明瞭（河床微地形の平面・縦横断形状が正常でない）

川づくり実施前の状況（問題点）

砂州（ツルヨシ繁茂）

水面幅が狭い

Before：2011.6.30
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２

弘見川の概要

名称：二級河川福良川水系 弘見川
位置：高知県 幡多郡 大月町 添ノ川

大月町役場

福

良

川

弘
見 川

事業区間

小筑紫湾

国道321号

幡多郡 大月町

●事業延長 ：1,300m

●計画流量 ：190m3/s

●計画河床勾配：1/200

●川幅 ：15～20m



N

※航空写真出典：国土地理院

事業区間 L=1,300m

河川改修
河道拡幅や護岸整備により流下能力向上を図る（H26年度に完成）

河床整備
河川改修に合わせ約１.3kmの区間を設定

３

事業区間と川づくりの概要

河床整備実施済み区間
（2011～2017）



課 題
治水面：砂州や植生の過剰な発達を抑制（流下能力の確保）

※維持管理のコストを低減
※みお筋の偏流（河岸沿いへの流れの集中）を解消し護岸の安全を確保

環境面：河床微地形の平面・縦横断形状を正常にし、瀬や淵を明瞭に

ツルヨシに覆われた砂州

砂州（ツルヨシ繁茂） 水面
護岸沿いに張りついたみお筋

●長距離にわたり、みお筋が護岸沿い
を流下し、対岸に寄州が発達
（流下能力低下、護岸の不安定化）

●過去に河床掘削（砂州切り下げ）を
実施するも、再び寄州が肥大化
（維持管理のコスト、労力に課題）

●湾曲部内岸に寄州が発達
●砂州上にツルヨシが繁茂
●みお筋が護岸沿いに張り付き

水面幅が狭い

４

事業区間の問題・課題



問題が発生した要因（例）

流域における立地特性
・農地からの養分・細粒土砂の流入
・山林からの細粒分の多い土砂の流入
・土砂環境の変化（ダム、砂防堰堤、堰等により供給土砂が細粒化）

植生が定着しやすくなる

植生が土砂を補足し、砂州が大きくなる

河川改修の影響
・河川改修による河道の拡幅（河床に作用する掃流力の低下）
・護岸等の構造物による影響（みお筋の偏流）

河床が撹乱される作用が低下または一部に集中し、
撹乱されにくい場所が発生する

砂州が肥大化し、流下能力が低下
砂州の肥大化がみお筋の偏流を助長（二極化）し、護岸や堤防が不安定化

■「植生の繁茂」や「砂州の肥大化」の要因（例）
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護岸による河道への影響
（河床の二極化）

護岸設置前

護岸設置後

護岸設置前

護岸設置後

出典：樹林化抑制を考慮した河岸形状設定のガイドライン（案）
国土交通省北海道開発局（独）、土木研究所寒地土木研究所 ６



護岸整備による河岸からの土砂供給の停止

自然河岸では、流水の作用により砂礫が流され、河床を構成す
る巨石は安定を失い崩れ落ちる。これが繰り返し起こることで、
水路幅は徐々に広がり、水中の河岸の傾斜は安定な勾配を形成す
る(写真a)。…中略…一方、護岸工の設置された区間では、河岸か
らの土砂供給がないため、河床が洗掘され巨石が河床から現れる
ことで安定河道を形成する。結果として、自然河岸の河道に比べ
て、河岸際の深掘れが大きくなる(写真b)。

護岸の施工箇所では、河岸からの土石の供給がないため、みお筋
化しやすく、河床低下を抑制する対策が必要！

※上記は、福岡捷二．2008．石礫河川の移動床水理の諸問題と解決への道筋．水工学シリーズ 08-A-1．より抜粋

自然河岸と護岸付近の河床安定の違い

護岸による河道への影響
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出典：福留脩文･治水と環境の両立を目指した川づくりの技術的考え方とその適用性に関する研究(2011)

護岸に流れが張りついた状態

瀬と淵の配置・みお筋の平面線形

みお筋の蛇行が正常な状態

○湾曲部の外側など、出水時、流れが河岸
にあたる場所（水衝部）に淵が形成

○淵の対岸に砂州が形成

○淵と淵の間が瀬となる

○みお筋の河床が平坦化（トロ化）した状態

８

護岸による河道への影響



出水時の砂州の
攪乱頻度を高め
肥大化を抑制

コンセプト：自然の営力を活用した川づくり
・みお筋の蛇行による河床の撹乱（砂州や植生の抑制）
・みお筋の蛇行に合わせて、瀬や淵を造成（良好な箇所は存置）
・瀬や淵といった河床の地形を維持するための構造物を配置（水制、置石）

９

対策工の概要（洪水の流れを正常化する）



自然の営力を活用した川づくり（H29多自然川づくり提言書 抜粋）
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河床の造成

●平行移動（スライドダウン）を基本とし、良好な瀬・淵を保全

●河床が人為により乱されている箇所では…

－河道の平面形から、水の流れと土砂の動きを想定
－自然に近い配置・形状で瀬・淵・砂州を造成
－水の流れ・土砂の動きを正常化

●造成した河床地形（正常な水の流れ・土砂の動き）を維持
する構造物を配置
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対策工の概要



水制工（水刎ね）水制工（瀬肩の維持）
流れを河岸から離し、流向を河
心へ向ける。

頭部を緩勾配とすることで水制
の周囲の洗掘を防ぎ、瀬肩を護
る。

流水を河心へ刎ね、蛇行したみお筋
の再生を促すとともに、対岸の砂州
（寄州）の幅・高さの増大および植
生の繁茂を抑制する。

頭部を急勾配とすることで、水制の
前面に形成される深みを維持する。

水ハネ効果
による強い流れ

分散型置石工
改修区間の上流部で見られた
瀬の環境を再現。

瀬肩を維持するとともに、平
水の流向を制御。
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対策工の概要

標準断面（瀬） 標準断面（淵）



裸地

川づくり実施後の状況（効果）

After：2018.10.31

実施後の効果
治水面：砂州や植生の発達が抑制されている（裸地の出現、水面幅の拡大）

→維持管理の頻度やコストが低減、護岸の不安定化も抑制
環境面：瀬や淵が明瞭に（河床の平面・縦横断形状が改善）

→生物の生息環境が本来の状態に近づいた 13

水制工

水制工

Before：2011.6.30



川づくり実施後の状況（効果） After：2016.4.11撮影

裸地

水面幅が拡大

水制工

水制工

水制工 水制工

水制工

水制工
裸地

水面幅が拡大
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川づくり実施後の状況（効果）

After：2018.10.31撮影

裸地
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川づくり実施後の状況（効果）
After：2018.10.31撮影

砂州

砂州

水制工（淵）

置石工
（瀬）

水制工
水制工

水制工前面に形成された淵

実施後の効果
治水面：

みお筋が蛇行している
→護岸や堤防の不安定化

のリスクが低下

環境面：
明瞭な淵が維持・形成
→生物の生息環境を

保全・創出

Before：2011.6.30

After：2018.10.31撮影
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弘見川では、砂州や植生の過剰な発達といった
治水・維持管理、また環境面で好ましくない状況が発生。

（みお筋の偏り≒砂州の肥大化≒河岸の不安定化≒本来の河床形態の消失）
↓

洪水の流れ（≒土砂の流れ）を設計・計画（水制工、置石工）
↓

・みお筋が蛇行し、砂州や植生の発達を抑制。護岸や堤防の不安定化リスクを低減。
・瀬や淵も維持・創出され、施工後７年が経過したが、現在も維持されている。

（治水面・環境面ともに改善）

ま と め

みお筋の蛇行や河床の微地形（瀬や淵）を適正な状態に保つことで多面的な効果がある。
↓

治水（河床・河岸の安定）と環境（河床）は一体的に考えるべきもの。

同様の考え方を用いて、県内の他河川で事業を実施中である。
↓

適宜モニタリングを実施して、効果の検証と更なる改善を図っていく。
↓

治水面、維持管理面、環境面のバランスが取れた川づくりを目指す。

今後の展開

考 察
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ご清聴、ありがとうございました。

お わ り


